
葉
す
る
驛
の
ま
へ
の
谿
深
し
雪
の
の
こ
れ
る
山
々
に
向
ふ
」

駅
前
に
あ
る
こ
の
歌
碑
は
、
諏
訪
に
育
っ
た
ア
ラ
ラ
ギ
派
の
歌
人
、

島
木
赤
彦
が
小
淵
沢
を
訪
れ
た
際
の
歌
で
す
。
こ
の
よ
う
に
麗
し
く
も
厳
し
い

自
然
に
抱
か
れ
た
小
淵
沢
は
、
古
く
か
ら
甲
府
と
諏
訪
を
結
ぶ
交
通
の
要
衝
で

あ
り
、
特
に
戦
国
時
代
に
は
国
境
の
要
と
し
て
、
重
要
な
役
割
を
担
っ
た
地
域

で
し
た
。

　
こ
う
し
た
小
淵
沢
の
町
に
、
蒸
気
機
関
車
が
姿
を
見
せ
た
の
は
明
治
三
十
七

年
の
こ
と
で
す
。
中
央
線
の
開
通
に
よ
り
、
歩
い
て
十
時
間
は
か
か
っ
た
と
い

う
甲
府
〜
小
淵
沢
間
は
約
二
時
間
で
結
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て

時
は
下
り
昭
和
十
年
、
小
海
線
が
開
通
す
る
と
、
小
淵
沢
駅
は
中
央
線
と
小
海

線
が
乗
り
入
れ
る
鉄
道
の
要
衝
と
し
て
、
甲
府
と
佐
久
を
結
ぶ
新
た
な
役
割
を

担
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
小
淵
沢
駅
前
は
商
店
街
と
し
て
も
栄
え
、
峡

北
地
域
に
お
い
て
一
つ
の
商
業
圏
を
も
つ
町
と
し
て
発
展
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
現
在
は
高
原
の
行
楽
地
と
し
て
発
展
し
続
け
る
小
淵
沢
。
小
淵
沢
駅
は
小
海

線
を
利
用
す
る
多
く
の
乗
降
客
と
合
わ
せ
、
大
勢
の
観
光
客
で
に
ぎ
わ
い
ま

す
。
最
近
で
は
、
日
本
の
上
位
三
つ
の
高
峰
（
富
士
山
・
北
岳
・
奥
穂
高
岳
）

が
一
望
で
き
る
「
三
峰
の
丘
」
や
武
田
信
玄
が
信
濃
攻
略
へ
と
駆
け
抜
け
た

「
棒
道
」
な
ど
へ
と
、
駅
を
起
点
と
し
た
二
時
間
程
の
散
策
を
楽
し
む
人
の
姿

も
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　
折
し
も
今
年
は
大
河
ド
ラ
マ
「
風
林
火
山
」
の
年
。
行
楽
地
と
し
て
だ
け
で

な
く
、
歴
史
が
息
づ
く
要
衝
の
地
と
し
て
訪
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

「
若

甲信国境に息づく要衝の駅

第
十
三
回
　

小
淵
沢 

駅

シ
リ
ー
ズ
山
梨
の
駅

　私は、県民の皆さんとの公約として、山梨を

変えるための基本理念や７つの宣言、具体的な

１２７項目の施策などで構成する政策提言を掲

げました。

　その一つに「県民に開かれ、県民とともに創る

県政の推進」があります。

  これを実現していくためには、県民の皆さんか

らの情報やご意見に常に耳を傾け、県政に反映

していくことが大切であると考えています。

　この度、県内各地で活躍する皆さんのところ

に私が自ら出向き、ひざを交えてシナリオのな

い対話を行う「県政ひざづめ談議」を開始しました。

　第１回は、甲州市を訪問し、本県ワイン産業の

歴史を物語るワイン資料館において、ワイン醸

造業者やブドウ栽培農家の方々と活発な意見交

換を行い、皆さんのワインにかける熱い思いに

大いに啓発されました。

　また、第２回となる甲斐市におきましては、子

どもたちの元気な声が響く中、子育て中のお母

さんや子育て支援に携わる方々から、ご自身の

体験を交えたお話しをお聞きし、小さなお子さ

んを持つご夫婦が安心して子育てできる山梨に

していきたいと改めて感じました。

　今後とも、この「県政ひざづめ談議」により県

内各地に出向き、その地域の特色や課題に合っ

たテーマで関係者の皆さんと意見交換を行い、

県民とともに創る県政の推進に努めていきたい

と考えています。

2
シリーズ山梨の駅―甲斐往来

「第13回 小淵沢駅」

8
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